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本研究は、2002 年及び 2003 年に 1 都 3 県で実施されたディーゼル車排気ガス規制の持

つ実験的な特徴を利用し、浮遊粒子状物質(PM10)の改善による便益を測定する。具体的に

は、ヘドニック価格関数を用いて、排気ガス規制による PM10 の改善が地価をどれくらい

上昇させたかを調べる。分析の結果、排気ガス規制の実施により、ディーゼル車の交通量の

多い道路付近で PM10 が大きく改善され、それに伴い、地価も上昇したことが分かった。

PM10の 1ppm減少するによる地価の上昇は約 2.4%であった。 
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